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がい

7　自然さい害からくらしを守る

地いきのたき出しくんれん

しょう きゅうぼう じょぼう

ひなん所の表示
ひょうじ

がい

きゅうじょぼう

しょう

きゅうきゅう

しょ がいぼう

（1）さい害にそなえて

自然さい害から、身を守るためにどうしたらよいのだろう。

最近、地しんやこう水などのひ害がでているね。
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（2）地しんから人々のくらしを守る市や地いきの取り組み

　地震が起きたときには、警察署や消防署の人たちだけで
なく、市役所や県庁、地いきの人たちが協力して取り組ん
でいます。それぞれ、どのような取り組みをしているので
しょうか。

じ しん けい  さつ  しょ しょうぼう しょ

ちょう きょう
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地しんが起きたときには、たくさんの人が協 力
きょうりょく

してみんなの命を守って
くれていることが分かったよ。このように、きんきゅう体せいが整えられて
いるおかげで、安全にひなんしたり、ひなん後も安心して生活を送ったりで
きるんだね。 

地震が起きたときの連絡
じ しん れんらく

電気会社による復旧作業
ふっきゅうさぎょう ボランティアの取り組み

　地しんが起きたときには、たくさんの人が協力してみんなの命を
守ってくれていることが分かったよ。このように、きんきゅう体せ
いが整えられているおかげで、安全にひなんしたり、ひなん後も安
心して生活を送ったりできるんだね。
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協力する

会社など
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（3）地しんにそなえて

　地しんに対して日ごろからそなえておくことで、地しん
によるひがいがへらせるそうです。市や地いきでは、どの
ようなそなえをしているのでしょうか。

　自分たちには地しんに対するそなえとして、どのような
ことができるか考えてみましょう。

地いきで行われたひなんくんれん ひなん所の生活体けん

防災倉庫の様子
ぼうさいそう  こ

　地しんが起きる前から、市や地いきでできるそなえをしているんだね。
地しんが起きたときのことを考えて、ぼくたちにも何かできることはな
いかな。

市で作られている防災マップ
ぼうさい

　市では、地しんが起きたときを想定して、

ひなんしせつのいちとゆれの大きさを伝え

る「防災マップ」を配っています。また、市役

所のホームページでも公開し、いつでもだ

れでも見ることができます。
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市では、地しんが起きたときを想定し
て、ひなんしせつのいちとゆれの大きさ
を伝える「防災マップ」を配っていま
す。また、市役所のホームページでも公
開し、いつでもだれでも見られるように
しています。 

地しんが起きる前から、市や地いきでできるそなえをしているんだね。 
地しんが起きたときのことを考えて、ぼくたちにも何かできることはないかな。 
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8　きょう土の伝統・文化と先人たち
ど でん とう せん じん

たいこやうたの練習をたくさんしたよ。祭りの日は
　　大きな声でうたいながら町内を回りました。

お父さんが子どものころも、夜高祭りはあったんだって。

商店街に多くの人が集まっていてにぎやかだったね。

　あきらさんたちは、６月に行われた夜高祭りの様子を思い出し
ながら、話し合っています。

砺波の夜高祭り

田祭りのヨータカ

庄川の夜高祭り

がい

とう

古くから残るもの
のこ

　砺波市内の夜高は
田祭りとして

行われていました。
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つづ

　約100年前、市に初めて鉄道がしかれました。
その時に走っていた蒸気機関車です。

　約70年前につくられました。このダム
から砺波平野に農業用水が送られています。

じょう き    き  かん しゃ

はじ

おく

（1）残したいもの　伝えたいもの

文化ざい
昔から続いている祭りや行事

きょう土芸のう

のこ つた

べんけい号（チューリップ公園）

　約300年前につくられた堤防です。この
堤防がつくられたので洪水がへり、たくさん
の田がひらかれました。

やく ていぼう

ていぼう こうずい

松川除堤防
まつ かわ よけ てい ぼう

　鉄道や高校、銀行をつくった人です。
てつ ぎん

たかのす

大矢四郎兵衛の銅像（鷹栖農村公園）

合口ダム（庄川）
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　夜高祭りについて、くわしく知りたくなったあきらさんたちは、
おじいさんに聞いてみることにしました。

　あきらさんたちは、夜高祭り
について調べをすすめるうちに、
市内には、昔から続いて
いる行事がほかにもある
ことに気づきました。

1月 初もうで
 左義長
2月 節分
3月 ひな祭り
4月 お花見
 チューリップフェア
 子供歌舞伎
5月 たんごのせっく
6月 田祭り、夜高
7月 七夕
8月 おぼん
10・11月 秋祭り　ししまい
12月 もちつき

ぼくは､郷土資料館や神社に行って話を聞いてみるよ。

わたしは図書館に行って、お祭りのことが書いてある
本をさがしてみよう。

砺波郷土資料館

ししまい

左義長

ぎょう じ

りょうきょうど

さ ぎちょう

し

きょう りょうど し

年中行事

さ

かこ ども

はつ

せつ

ぶ き

ぎ ちょう
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出町子供歌舞伎
こ   ども  か     ぶ    き

　出町神明宮の春祭り。曳山の上で
子どもたちが歌舞伎を披露します。

しんめいぐう ひきやま

か　ぶ　き ひ ろう

国指定史跡増山城跡（砺波市増山）
ますやまじょうあとし してい せき

　越中三大山城の一つ。上杉謙信、
佐々成政などの武将が争いました。

えっちゅう けんしん

さっ なりまささ ぶ しょう あらそ

萬福寺山門（砺波市苗加）
まん  ぷく  じ のう　か

　320年前、旧城端善徳寺につくられ
たものをゆずりうけました。
　県指定文化財。

ぜんとくじょうはな

けん し ていぶん か ざい

かな　や

瓜裂清水（砺波市庄川町金屋）
うり わりしょうず

　綽如上人が休息された際に、清水がわき出て
瓜が裂けた伝説があります。「全国名水百選
（昭和）｣に選定されています。

しゃくにょしょうにん きゅうそく

うり

さい

さ でんせつ ぜんこくめいすいひゃくせん

しょうわ せんてい

旧中嶋家
きゅうなかしま  け

　約300年前にたてられた砺波地方の古
い様式の農家。｢ざしき」｢ちゃのま｣
｢ながし｣などがあり、昔の家のくらしが
分かります。現在は、チューリップ公園
に移されています。

ようしき

げんざい

やく

うつ

むかし

入道家（砺波市太田）
にゅうどう  け おお  た

　砺波平野の散居村に多く見られるアズマダチ
の家です。家の周りには屋敷林があります。
　県指定文化財。

さんきょそん

まわ や しきりん
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砺波正倉

庄川にできた
2つのダム

浅野総一郎さんだね。1930年に
完成した当時は東洋一の
　ダムといわれたそうよ。

あさ

こ　まき つく

そう

せい

いちろうの

「市内を流れる庄川には、ダムが 2つもあるよ。」

（2）庄川にできた2つのダム

こ  まき

けん  せつ

ごうぐち

あさ  の  そういちろう

小牧ダム（砺波市庄川町小牧矢ヶ瀬） 合口ダム（砺波市庄川町金屋）

2つのダム建設について調べよう
　けんたさんたちは、合口ダムの近く
にある水記念公園に行ってみました。
すると、水記念公園の高台に、左のよ
うな銅像がありました。

　けんたさんたちは、小牧ダム
と合口ダムの建設について、調
べることにしました。

ごう ぐち

ごう ぐち

ねん

ねん

どう ぞう

こ まき

けん せつ
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　今から約100年前の1916年（大正５年)、庄川の豊かな水を
利用して電気をおこし、その電気を太平洋がわの府県におく
るため、小牧ダムをつくる計画が発表されました。地元の東
山見村は、さんせいしましたが、用水組合や漁業をする人た
ち、材木屋さんたちは、反対したのです。

　こうして、10年いじょうもさんせいがわ
と反対がわのあらそいが続いたのです。
　県や国が間に入って話し合い、ダムに木
を運ぶし設や魚が上るそうちをつけること
で、両者がなっとくしました。
　小牧ダムの工事は1925年(大正
14年)に始まり、のべ100万人の
人が働き、５年後の1930年(昭和
５年)に完成しました。

ゆた

り

こ まき

ざい

つづ

せつ

かん せい

ぎょぎょう

ふ

ちょ木場まで木を運ぶ様子

青島地区にあったちょ木場

小牧ダムの建設
けん  せつこ    まき

小牧発電所
こ　 まき

こ まき

　ダムができると、上流から石や砂が流れてこなくなって、川ぞこが
下がってしまう。そうすると、水の取り入れができなくなるから心配だ。

　ダムにさえぎられマスやアユが上流にのぼれなくなると、魚がとれな
くなってこまる。

　ひだや五か山からちょ木場まで木を流して
生活している。それなのに、ダムができると、
木を流すことができなくなって仕事がなくなっ
てしまう。

すな

ぱい
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「水の取り入れができなくなる
ことを心配していたけれど、
それはかい決したのかな。」
「昔から、晴れの日が続いて水
がたくさん流れなくなると、
上流に取り入れ口をもつ人た
ちと下流の人たちがいつもあ
らそっていたそうだよ。」

じょうりゅう

か

つづ

りゅう

「大水になると丸太と竹かごでつ
くったかんたんな取り入れせきは、
流されてなくなってこまることもあっ
たんだ。」

「それで、用水の取り入れ口を一つ
（合口）にして、水をなかよく分け
合うようにしたんだね。」

「まとまろうという動きもあったけど、
上流に取り入れ口をもつ人たちが
いつも反対していたんだ。」

明治30年ごろの「用水の取り入れ口」
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「ところが､小牧ダムの計画が出されると､今までの
　ように、べつべつの取り入れ口をもっていては
　だめだと考えるようになったそうだよ。」
「そこで、用水の代表が何度も話し合って水の取り入れ口を
　一つにして、ダムをつくることに決まったんだ。」

　計画から完成まで
長い年月がかかった
んだね。

　古い川あとをつかって
用水をつくり、あれ地を
どんどん開こんして、
水田をつくったんだね。

　かんたんな道具を使い、
みんな人の手でつくったなんて
信じられないね。「モッコ」に土
や石を入れ、「天びんぼう」で
かついで運んだそうよ。

　米がたくさんとれるよう
になると、農民たちはそこ
にうつりすみ、新しい村が
どんどんできたね。

　けんたさんたちは、約100年前の先人のこうした苦労や
苦心があったおかげで、人びとのくらしが豊かになってき
たことが分かりました。

く しん

こ まき

だい

ゆた

かん せい

しん
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「たくさんのチューリップをさかせるためには、いろい
　ろな苦労があっただろうね。」

　砺波市は全国有数のチューリップのさいばいがさかん
な地域です。毎年、春になるとチューリップフェアが開
かれます。ひろ子さんたちは、どうしてチューリップの
さいばいがさかんになったのか、知り
たいと思いました。
　そこで、花卉球根農業協同組合や
チューリップ四季彩館へ行ってみま
した。
　花卉球根農業協同組合には、チュー
リップのさいばいを始めた水野豊造
（1898～1968）の銅像がありました。

みず ぶん

ぶん ぞう

ぶん ぞう

ろう

どう ぞう

ぞうの

いき

さい

（3）チューリップを広めた人

「豊造さんは、どうしてチューリップのさいばいを
　始めたのかな。ほかに、どんな人がチューリップ
　のさいばいにかかわっていたのかな。」
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こう  はい  いく  せいぶん  ぞう

ぶん  ぞう

ぶん  ぞう

ひん

ひん

てき

わ

しつ

しゅ

　砺波市のチューリップのさいば
いは、1919年（大正8年）に、庄下地
区の水野豊造さんが始めてからさ
かんになりました。
　チューリップは、大人から子どもまで

人気のある花です。このきれいなチューリップをたくさん
の人に楽しんでほしいと願って、チューリップフェアが昭
和26年（1951年）に開かれるようになりました。
　また、日本トップクラスの品質をほこるチューリップ
球根生産地である砺波をPRすることにより、砺波市の
産業をさかんにすることも目的としています。

たい

ぶん ぞう

しょう しょう

しょう

げ

　ひろ子さんたちは、水野豊造やチューリップのさいば
いについて話を聞きました。

さんぎょう

組合の方の話
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川が流れていたところで、砂まじりの
やせた土地でした。
　その上、冬になると雪におおわれ、田畑
が使えなくなります。村の若者たちは、
よその土地へ出かせぎに行ったり、土
木工事の仕事に出たりしてくらしを立
てていました。

チューリップさいばいを始めたころの豊造一家

　そのころの農民の人たちは、
どのようなくらしをしていたの
だろう。

ぶん ぞう

しょう　げ

た　はた

ぶん ぞう

ぶん ぞう

ぶん ぞう

さい

すな

わか もの
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チューリップを見回る豊造

お しね

ゆ しゅつ

そう

たい

ほ

ぶん ぞう なか

せん そう

せん そう

ゆ

しょう

よつ そうじゅんや ろう

　豊造さんは、どのようにして
チューリップのさいばいを始め
たのだろう。

ぶん ぞう

　大正７年(1918年)、東京
からチューリップの球根

を10個取りよせ、研究しな
がら育てた切り花が高く

売れました。また、掘り

取った球根が買ったとき

よりも大きくなっている

のを見て、砺波地方は、球根生産に適していることに気づ

き、量産しようと考えました。そして、早くからチューリップをさ

いばいしていた四谷順三や村長の根尾宗四郎にも力になって

もらい、球根組合をつくりました。

　それからの豊造は、仲間の先頭に立って、さいばいや

はん売の仕方を考えました。そして砺波のチューリップが

外国にも輸出されるようになりました。

　ところが、戦争が始まったことでチューリップの輸出が

止められてしまいました。戦争がはげしくなるにつれて、

大切な球根が牛や馬のえさとなり、チューリップ畑はだん

だん少なくなっていきました。
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　そんなじょうきょうにおかれても、豊造は「どんなに苦

しくても球根を植え続けよう」となかまにうったえ続けま

した。そして、人目につかないように、畑のすみにチュー

リップをうえ、守り続けました。

　戦争が終わり、四谷順三、瀬尾正雄、豊造を中心に新

しく球根組合をつくり、さいばい農家の指導に回りました。

豊造となかまの努力は実り、砺波市のチューリップはみご

とな花をつけるようになりました。

ぶん ぞう

ど

どう

せ お まさ およつ そうじゅんやせん そう

「そのゆめがかなうように、一生チューリップのさい
　ばいに力をそそいだのだね。」

ぶん ぞう

ゆた

いたのね。」

ぶん ぞう

　水野豊造がチューリップにかけた熱い思いは、今も
砺波の人々に受けつがれ、美し
い花をさかせています。
　富山県農林水産総合技術セン
ター園芸研究所(砺波市五郎丸）
では、チューリップの新しい品
種づくりに取り組んでいます。

ぶん ぞう

そう

げい ろう まる

しゅ

ぎ じゅつ
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　ひろ子さんたちは、水野豊造の一生について調べたこと

をまとめました。

ぶん ぞう

☆ 調べたことをまとめよう ☆

紙しばい、年表、新聞など、自分で方法を選んでまとめよう。

水野豊造さんの紙しばい

　豊造は、「どんなに苦し
くても球根を植え続けよう」
となかまにうったえ続けま
した。そして、人目につか
ないように、畑のすみにチ
ューリップをうえ、守り続
けました。
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